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基
本
方
針
で
は
、
施
設
配
置
を

見
直
し
、
地
域
拠
点
へ
の
誘
導
や

複
合
化
・
集
約
化
・
多
機
能
化
を

図
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
今
回

の
実
施
計
画
素
案
で
は
、
次
の
と

お
り
施
設
ご
と
の
配
置
の
方
向
性

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

◆
市
営
住
宅

　

生
活
利
便
性
が
高
い
地
域
へ
の

配
置
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
動

建
築
物
最
適
化
計
画
実
施
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

態
に
合
わ
せ
た
集
約
を
進
め
ま

す
。

◆
幼
稚
園
・
保
育
園

　

就
学
前
児
童
数
の
推
移
に
合
わ

せ
、
認
定
こ
ど
も
園
化
・
民
営
化

を
検
討
し
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
優
先
す

る
教
育
環
境
を
確
保
し
つ
つ
、
将

来
的
な
児
童
・
生
徒
数
の
見
込
み

に
合
わ
せ
た
配
置
を
進
め
ま
す
。

◆
体
育
施
設

　

高
度
・
専
門
的
な
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
を
定
め
、
機
能
の
拡

充
・
集
約
を
図
り
ま
す
。

◆
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

　

建
て
替
え
や
長
寿
命
化
に
合
わ

せ
て
他
施
設
の
機
能
を
集
約
し
、

多
機
能
化
や
複
合
化
を
図
り
ま

す
。

◆
児
童
遊
園
・
農
村
公
園

　

全
て
都
市
公
園
と
し
、
近
隣
で

重
複
し
て
い
る
場
合
は
廃
止
を
検

討
し
ま
す
。

◆
集
会
所(

農
林
施
設)

　

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
や
体
育

施
設
へ
機
能
を
集
約
し
ま
す
。

◆
庁
舎

　

新
庁
舎
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、

分
散
し
て
い
る
庁
舎
機
能
を
集
約

し
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◆
地
域
な
ど
に
貸
し
付
け
て
い
る

建
物

　

老
朽
化
が
進
み
、
今
後
多
額
の

維
持
修
繕
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
２
０
１
９(

平
成

31
年)

か
ら
２
０
５
０(

平
成
62)

年

ま
で
の
32
年
間
で
す
。
こ
の
期
間

を
第
１
期
か
ら
第
６
期
に
分
け
、

段
階
的
に
最
適
化
を
行
い
ま
す

(

表
１
・
２)

。

　

基
本
方
針
で
は
、
今
後
32
年
間

で
延
床
面
積
を
約
３
割
削
減
し
、

約
30
万
㎡
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
段
階

の
計
画
で
は
、
約
１
割
の
削
減
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
目
標
に
近

付
け
る
た
め
、
市
営
住
宅
や
小
・

中
学
校
、
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

計
画
期
間
と
対
象
施
設
数

人
口
減
少
社
会
で
も
市
民
の
負
担
を
増
や
さ
ず
に
公
共
施
設
を
安
全

に
維
持
し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
市
が
策
定
を
進
め
て
い
る
公

共
施
設(
建
築
物)

の
最
適
化
計
画
。
こ
の
た
び
、
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
実
施
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 計

建て替え 3 3 3 1 2 3 4 19

長寿命化 2 2 2 2 3 6 1 18

機能変更 0 1 0 1 0 0 0 2

廃止 1 8 4 3 4 1 1 22

計 6 14 9 7 9 10 6 61

表１：第１期の最適化対象施設数

第１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 計

建て替え 19 11 16 19 9 12 86

長寿命化 18 14 17 11 6 4 70

機能変更 2 3 2 0 5 6 18

廃止 22 27 2 9 1 1 62

計 61 55 37 39 21 23 236

表２：第６期までの最適化対象施設数(２～６期は各５年間)

素案の内容
を紹介！

施
設
ご
と
の配

置
の
方
向
性

に
合
っ
た
公
共
施
設
の
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
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今
後
の
取
り
組
み

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

説
明
会
を
行
っ
た
う
え
で
、
計
画

案
を
取
り
ま
と
め
、
12
月
を
目
途

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
正
式
に
建
築
物
最
適
化
計
画

を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
建
築
物
最
適
化
計
画

は
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
将
来

に
向
け
た
市
内
施
設
配
置
の
方
向

性
を
示
す
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
す
。
今
後
も
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
、
総
合
計
画
の
中
で
具
体
的

な
位
置
付
け
を
定
め
、
財
政
状
況

　最適化計画とは、市が保有している公
共施設(建築物)の今後の整備方針を定め
るものです。同計画に基づき、施設の最
適化(統廃合や複合化など)を進めます。

　平成26年３月現在、市が所有している建築物は
370施設(883棟)、延床面積は約43万㎡です。今後、
これらの建築物の老朽化により、建て替えや維持補
修にかかる費用が大幅に増加することが見込まれま
す。しかし、人口減少や少子高齢化により、需給バ
ランスの変化や税収の減少、扶助費など義務的経費
の増加が予想されることから、公共施設の更新・修
繕に充てられる財源は限られてしまいます。
　将来にわたり公共施設を安全に維持し続けるため
にも、財政状況に見合った公共施設のあり方を検討
し、最適化を進める必要があります。

　６月に計画の基本方針を定めました。主な内容は
次のとおりです。
■最適化の手法
●複合化・集約化・多機能化
建て替えや長寿命化に合わせて施設の配置を見直

し、地域拠点へ誘導するとともに、複合化・集約
化・多機能化を図ります。また、複合化・集約化・
多機能化は、市を３つの圏域(生活圏、近隣圏、市
域)に分け、それぞれの圏域で各施設の利用者と利用
形態を考慮しながら行います。

建築物最適化計画説明会
を開催します

　建築物最適化計画における実施計画(素案)の説明
会を開催します。各回同じ内容で、自由に参加で
きます(時間は全て18:30～20:30)。

とき ところ

11月12日(月) 市民交流プラザ

11月13日(火) 江釣子地区交流センター

11月19日(月) 北上オフィスプラザ

11月20日(火) 技術交流センター

11月21日(水) 和賀町総合福祉センター

11月26日(月) 立花地区交流センター

11月27日(火) 市民交流プラザ

おさらい
しよう！

最適化計画とは

なぜ最適化計画が必要？

建築物最適化計画の基本方針

C
B
A

A

C B

地域の中心となる拠点への
複合化・集約化・多機能化

地域と協働性が高い
機能を持つ施設

利用者の移動は徒
歩が前提の施設

地域拠点内

地域と協働性が高い
機能を持つ施設

複合化・集約化イメージ

●長寿命化
予防保全などのルールを策定し、80年間使用するこ
とを目標とした維持管理を行います。
●民間企業や近隣自治体との協力
民間の力を生かした施設の建て替えや管理運営を検
討します。また、近隣自治体と連携し、施設の相互
活用などを進めます。
●施設整備費の財源確保
施設の売却や有償貸付、更新時における民間資金の
導入などにより、財源の確保に努めます。

に
合
っ
た
公
共
施
設
の
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。


